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§１．研究成果の概要 

 

提案書提出時当初の計画に従い量子中継に不可欠な４つの基本機能の開発を並行して行い、

全て完全無磁場下において計画通りの機能実現と高忠実度化を達成した。①量子もつれ発光で

は、前年度に完全に量子的な量子もつれ発光に完全ゼロ磁場下において成功した。今年度は A2

励起状態への励起方法を従来の共鳴励起から非共鳴励起の手法へと改善し、忠実度のさらなる

向上を図った。②量子テレポーテーション転写では、昨年度に二つの光子から NV 中心近く（表層）

の二つの炭素同位体の核子へのマルチメモリー転写に成功したが、今年度は NV 中心より遠方

（深層）の炭素同位体の核子を含むマルチメモリー転写に完全ゼロ磁場において成功し、忠実度

のさらなる向上を図った。③量子もつれゲートでは、昨年度に作製したダイヤモンド素子に作りこん

だマイクロ波直交アンテナを用い、万能量子ゲートの高速動作 183MHz（従来の約 28 倍）を完全

ゼロ磁場下において達成し、忠実度のさらなる向上を図った。④量子もつれ測定では、昨年度に

成功した表層炭素間の完全ベル測定を発展させ、表層炭素と深層炭素間の完全ベル測定に完全

ゼロ磁場下において成功し、忠実度のさらなる向上を図った。AIST との共同研究では、ソリッドイマ

ージョンレンズ（SIL）の NV 位置精度向上に加え、SIL 内包可能な円形マイクロ波アンテナ構造の

作り込みとその特性評価を行い、高速化と高効率化の両立に成功した。NIMS との共同研究では、

炭素同位体濃度、残留不純物を低減したダイヤモンド高純度結晶成長において、量子中継器に

必要な負電荷 NV中心のスペクトル拡散の低減に成功した。 
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